
平成2 0年度に配分される原料血奨の標準嘩格の考え方

く基本的考え方ン
日本赤十字社では輸血用血液の確保と原料血渠の確保が並行して行われているが.

人員をはじめ施設.装置等は兼用されている.このため.これらを明確に切り分ける
ことは困難であるが.採血関連嚢務の中で.原料血襲の確保のために必要と考えられ
る部分について費用を積算し.原料血菜の価格を計算する. E原価計算方式コ

塵蓋塵畳皇遺畳.但し,献血全般に共通する事項や他の献血者塵蓋塵畳皇遺畳.但し,献血全般に共通する事項や他の献血者
にも同埠に広く行われるサービスに係る経費を除くo

O皇虫選旦盈迦坐盤盛盆区虫土基.主として,赤中球製剤及び血小板畢剤を製造す
選量上三選皇o選量上三選皇o

但し.赤血球製剤の白血球除去の導入に伴い原料血渠の製造ヒ生じた費用は含む
もの.

1 凝固因子製剤用
くり 原料血兼の野分量

配分量は.確保目標量と同量のユ旦旦星比土牡上旦Lとする.

く2I価格の算定方法
原料血渠.1 00万リットルの確保から供給までと必要な経費を積み上げ,この

N
N

とするo

く31J算定の根拠

日本赤十字社が提出したデータを使用することとし.材料費等く材料費,人件
1費.経乱輸送保管鄭削の畳直上辿工蛙直近旦塞塵王亙亙王盛ユヱ生
度及び1 8年度の平均を使用する.

く4J採血方法別の原料血渠の配分量
するoするo

確保量の割合は,平成2 0年度献血堆進計画く案1に財り日本赤十字社が策走
した平成20.年度の事業計画く案1とした.

計算式.. B-三 くCn XDnJノAxl.05
くnは採血方法を示す.l

2 その他の分画用
血液凝固第w因子製剤が製造できない点を考慮して.凝固因子製剤用から所要額を割

り引くものとするため.前年度標準価格に凝固因子製剤用原料血渠の価格改.定率を乗じ新
価格とするoり0円未満切り上げナ

3 中問原料
前年度標準価碍に凝固因子製剤用原料血菜の価格改定率を乗じ新価格とする.く1 0.

円未満切り上げI


